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仁
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苑

品

ス
ミ
ス
白
植
民
岨
識
に
就
て
矢
内
原
教
授
に
答
ふ

T
M
V
三
脱

第
二
十
二
巻

一
三
八
)

五

八‘

ス、
t

弐
の
植
民
地
論
に
就
て
矢
内
原
教
授
に
答
ふ

長

回

耳目

東
京
官
同
士
山
中
秋
技
矢
内
原
忠
雄
氏
が
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
植
民
地
諭
』
と
い
ふ
脱
姐
の
下
に
一
諭
祉
を
掲
げ
ら
れ
た

ω
は
「
制
抑
制
申
稿
集
』
銘
一
ニ

谷
崎
市
内
拙
に
於
い
て
V
あ
る
@
品
る
に
有
市
批
を
一
誠
比
た
私
は
、
氏
。
所
前
に
就
て
、
了
解
に
芳
し
む
二
三
の
と
と
が
存
在
す
る
践
に
却
は
れ
た

の
で
、
位
を
抗
ワ
て
同
欽
授
に
訟
を
乞
ふ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
同
政
投
は
こ
れ
を
獣
殺
に
附
す
る
こ
と
な
{
、
『
純
川
阿
川
午
前
集
』
第
四
巷
悌
二
腕
に

於
て
之
に
答
へ
ら
れ
た
の
ず
あ
る
。

2
 

抑
も
此
問
削
は
、
山
本
博
士
山
泊
立
に
却
し
て
、
矢
内

M
紋
投
げ
か
持
識
を
侃
山
せ
ら
札
た
も
の
を
、
州
合
か
ら
私
が
U
A
h
〈
内
原
設
校
に
向
っ
て
見

識
を
川
畑
山
し
た
も

ω
で
あ
っ
た
が
此
に
、
あ
る
貼
は
山
本
博
ー
が
反
凪
せ
ら
れ
し
論
説
た
る
『
矢
内
原
数
段
目
寸
ア
グ
ム
・
ス
ミ
ス
由
一
楠
局
地
論
を
誠

3
 

hm
て
』
と
い
ふ
一
文
と
同
様
な
る
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
。
而

L
て
そ
由
岡
山
体
な
る
筒
脱
が
あ
っ
た
が
た
め
に
、
矢
内
川
出
教
授
は

止
符

『
ス
ミ
ス
山
机
民
地
泊
に
刷

L
て
山
本
叫
士
に
答
ふ
ん
で
の
一
文
在
日
て
、
併
せ
て
私
に
も
如
ょ
の
悩
所
に
就
て
答
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
山

本
博
士
白
反
以
A

え
た
@
刑
制
泊
叫
川
井

ω
引
に
就
て
も
、
私
仕
欠
内
原
敬
批
に
訟
を
七
ふ
た
、
そ
れ
に
劃
し
て
阿
放
校
は
『
叫
記
』
&
L
て
私
に
答
へ

ら
れ
た
?
と
あ
る
。
執
る
に
私
出
法
に
山
円
刊
日
山
本
凡
L
W
F

附
ぷ
る
は
、
設
川
叫
の
詑
に

H
き
て
狛
諒
帥
に
官

L
む
印
刷
あ
る
が
放
で
あ
る
。
私
は
此
山
処
に
は
川

副
の
総
て
に
一
一
旦
る
こ
と
な
(
、
車
、
b
先
き
に
私
が
山
本
時
ー
よ
り
出
立
し
て
矢
内
胤
教
授
に
持
訴
を
雌
山
し
た
る
ニ
ケ
山
射
、
即
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

白
封
机
川
町
地
以
他
山
討
究
上
『
印
佐
山
漉
科
」
瓦
『
拍
胤
杭
民
池
袋
柴
山
肌
川
』
に
就
て
川
数
民
が
辿
く
ら
れ
た
る
所
に
到
す
る
再
度
山
疑
問
を
陣
ぷ
る

と
と
込
し
た
い
。
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λ

ミ
ス

ω
「
杭
民
地
論

ω内
家
1
1
l
植
民
地
的
刺
益
、
植
民
地
に
閲
L
て
取
ら
れ
滑
る
政
策
の
批
評
、

胤
民
地
ピ
本
悶
ご
の
政
治
的
漣
結
等

ω問
題
仁
謝
す
る
彼
の
所
論
を
一
肘
能
〈
飯
解

L
得
る
」
が
た
め
に
、

色

τ
、

矢
内

附
川
数
授
は
先
、
き
じ
「
紛
言
」

4
L
τ
、
λ

ミ
ス
の
思
想
ど
そ
の
背
故
ご
を
考
へ
な
が
ら
「
植
民
地
論
の
閥
宙
論
に
於

け
る
地
位
』
に
就

t
一
一
百
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
る
じ
そ
の
際
矢
内
原
敬
授
は
、
ヌ
司
、
、
λ

が
講
義
じ
於

τ納
品
、

所
な
か
b
[
航
民
地
論
を
「
諸
岡
民
的
官
」
に
包
話
的
形
式
仁
於

τ取
扱
ふ
に
至
b
L
H
料
、

(
認
識
せ
る
こ
ピ
.

彼
が
植
民
地
問
題
を
強

並
仁

γ
メ
η
J
カ
同
州
民
地
の
献
税
関
腿
が
(
弛
々
曽
川
の
世
論
を
喚
起
(
来
れ
る
に
よ
る
正
レ
ふ

8
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ω
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
G

そ
れ
に
封

L
I
犯
は
「
印
肢
の
独
得
」
な
る
脹
史
的
一
品
質
を
何
故
に
掲
げ
ョ
h
れ
な
か
っ

犯
の
で
あ
る
か
£
い
っ
て
、
岡
敬
授
の
此
鮎
を
石
過
せ
る
こ
ご
仁
付
き
て
の
現
山
を
お
訪
ね

L
hい
の
で
あ
る
。
然

る
に
矢
内
原
品
批
判
況
は
そ
れ
に
謝
L
て
、
一
、
「
氏
(
長
田
)
は
泌
ら
〈
犯
の
畑
山
仰
を
推
良
市
せ
ら
れ
た
凶
で
も
あ
ら
う
か
。

氏
(
長
田
)
仰
い
ふ
「
印
度

ω獲
得
」
ご
は
一
七
五
七
年

ωプ
一
フ
ツ

V
1
内
戦
か
、

一
七
六
一
二
年
の
巴
型
候
約
七
ぜ
立
此

せ
ら
れ
る

ωで
ゐ
ら
う
。

之
等
り
W
平
副
的
及
び
政
治
的
事
件
に
机
到
し
ス
ミ
ス
は
植
民
地
論
上
如
何
な
る
重
要
を
認

正
一
百
つ
て
な
に
封
能
全
求
め
ら
れ
て
居
る
。
ヌ
、
=
、
「
ス
ミ
マ
ハ
は

「
印
度
内
獲
得
」
に
つ
い
ー
で
は
之
仁
基
(
針
仰
戦

め
だ
か
、

希
〈
は
W
H
殺
せ
ら
れ
ん
こ
だ
b
亡。

東
印
皮
に
封
す
る
通
商
践
の
開
拓
に
就
工
は
設
さ
を
置
い
た
が
、

守
の
投
川
A
H
協
が
英
凶
公
債
を
激
増
せ
[
め
た
る
抽
出
技
℃
あ
b
し
-
』
ご
を
嘆
じ
て
居
る
』
。

し

τ
寸
上
記
(
川
一
思
議
問
)
盛
岡
山
0

ご
い

υ、
向
仰
誌
を
附

凶
家
的
浪
費
の
一
例
主
し
て
三
六
人
入
、

一
七
四
一
一
、
一
七
五

六
年
四
回
の
技
用
高
さ
フ
ラ

y
λ
戦
守
」
ピ
い
へ
る
を
も
幾
考
す
ぺ
し
」
ご
忍
に
命
令
を
卜
き
れ
L
居
品
。
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田
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敬
授
に
答
ふ

第
二
十
二
番
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ス
ミ
ス
由
航
民
地
諭
に
就
て
矢
内
原
殺
伐
に
君
主

頭
を
一
時
せ
ら
れ
て
、
ん
副
首
「
去
れ
は
正
も
か
〈
、
ス
ミ
ス
は
京
印
度
に
開

L
て
も
説
明
す
る
所
多
い
の
で
あ
品
か

(
 

ら
、
印
度

ω仰
服
な
る
常
時

ω幡
市
民
的
事
件
が
彼
の
注
立
を
此

ω方
而
に
向
け
!
め
た
ニ
ご
を
怨
像
す
る

ω
も
い

、
で
あ
ら
う
。
併
乍
ら
そ
れ
は
ア
メ
リ
ノ
カ
問
題
に
比
す
れ
ば
庇
接
に
ス
ミ
ス
及
び
時
入
金
刺
戟
[
た
る
叫
何
度
は
極

め
て
M
M
微
で
ゐ

h
、
且
つ
?
、
、
λ

の
M
m
民
地
論

ω特
徴
伝
説
明
す
る
に
於
て
根
本
的
に
必
要
な
る
事
項
で
は
あ
る

ま
い
吋
三
一
白
っ
て
「
印
度
的
獲
得
』
な
る
事
貨
を
極
め
て
簡
単
に
取
扱
っ
て
居
ら
れ
る
。

)
 

私
は
矢
内
原
滋
授
か
ら
賞
設
を
求
め
ら
れ
て
居
る
ト
に
封

L
て
答
ふ
る
の
悦
宜
上
、
命
令
を
下
さ
れ
て
居
る
に

よ
り
山
畿
す
る
こ
ピ
、
す
る
。

教
授
の
訟
に
従
っ
て
所
前
一
世
上
記
」
も
、
「
国
家
的
抽
出
炭
山
一
例
ピ
[
て
の
問
倒
的
投
則
一
両
き
フ
ラ
ン
ス
戦
争
」
を

も市場開山
L
K
ο

成
税
、
数
授

ω一
百
ふ
が
如
〈
に
・
ス
ミ
λ

は
「
印
皮
の
獲
得
に
心
つ
い
て
は
之
仁
基
(
謝
仰
戦
守
の

特
川
負
慌
が
英
凶
公
仙
を
激
増
せ
し
め
た
る
円
以
校
で
あ
る
-
て
己
を
嘆
じ

τ居
る
」
が
帥
川
l
「
円
以
技
で
あ
る
ニ
ご
を
唆

C
1
・
陥
る
』
一
三
己
主
れ
白
慨
が
慨
に
、
彼

ω机
民
地
論
上
「
印
度

ω獲
得
」
を
総
め
て
居
る
と
ご
を
意
味
す
る
も
の

で
は
な
い
か
。
ス
ミ
ー
の
組
民
地
論
を
考
究
す
る
に
和
田
つ
一
ー
は
、
四
半
に
彼
の
著
「
論
倒
民
の
富
』
中
「
植
民
地
仁
就

て
」
ご
い
ふ
卒
及
そ
れ
に
説
話
関
係
ゐ
る
他
の
諸
事
を
顧
る
の
み
で
は
揃
足
の
出
来
な
い
こ
ど
は
同
よ
り
で
あ

る
G
J
4
H

小
の
各
方
面
に
散
J

ね
す
る
言
句
を
も
亦
考
慮
的
中
仁
務
れ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
号
れ
を
思
ふ
て
な
は
一

肱
矢
内
岡
山
敬
授
の
訟
を
傾
批
[
わ
れ
の
壬
ゐ
る
o

然
る
仁
如
何
朴
じ
ん
‘
そ
の
結
刷
本
は
ス
ミ
λ

の
僅
か
の
言
句
が
、
彼

の
柿
民
地
論
上
「
印
度

ω獲
得
』
を
認
め
て
居
る
こ
正
が
立
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
は
矢
内
原
教
授
が
右
様

ωこ

t
位
は
十
分
承
知
[
て
底
ら
れ
る
蕗
ご
考
へ

τ居
に
、
然
る
に
先
き
に
敬
へ
に
接

L
た
る
司
】

E
e
r
見
工
、
且
つ
失

犬内原敬i史、スミス白植民地請に削 L山本1年土に答~"艇消平副来、第四各
都ニ輔、一回二品此

矢内原教授、自IJ抽出，前嶋昔、二四ニH
長向島、老提両il蝿論文、前掲昔、二回二両
Adà;l~-'Snììth:'.，^le <l.hh- of -r¥'<i.fions. E. Cannan's ed. VoL 1. p. 327 
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盟
し
、
且
つ
惜
ま

F
る
を
得
な
か
っ
た

Z
同
時
に
、
椴
令
、
消
梯
的
、
悲
州
問
的
ゆ
1

ミ
λ

の
論
調
に
L
て
も
、
ぞ

れ
を
態
々
引
用
し
来
た
っ
て
却
つ
一

τ私
に
材
料
を
奥
へ

τ下
さ
っ
た
こ

Z
を
同
伴
〈
戚
謝
す
る
究
第
で
あ
る
。

蕗
が
、
此
鴎
に
問
題
正
な
る
の
は
・
矢
内
原
致
授
が
、
ス
ミ
ス
は
「
印
度
の
獲
得
』
な
る
歴
史
的
事
件
を
彼
の
植

民
地
論
七
如
何
な
る
宜
野
を
認
め
た
か
正
花
に
喰
っ
て
か
、
っ
て
居
る
こ
己
で
あ
る
。
私
は
先
づ
矢
内
原
教
授
に

敢
て
問
は
ん
仁
、
教
授
は
「
印
皮
の
独

E
Eな
る
文
字
を
如
何
に
解
せ
ら
れ
て
居
る
か
古
い
ふ
こ
さ
こ
れ
で
あ
る
o

矢
内
原
敬
授
に
従
ふ
古
前
掲
出
寸
に
於
て
は
『
印
度
の
獲
得
L
を
以

τ、
A
昔
一
七
五
七
年
の
プ
ラ
ヅ

V
1
の
戦
か
、

七
六
三
年
の
巴
盟
僚
約
の
如
き
軍
事
的
及
び
政
治
的
車
中
川
什
を
意
味
さ
れ
て
居
る
様
に
思
J
o
然
る
に
前
摘
出
仁

及
一
山
に
於
て
は
「
印
度
の
獲
得
」
ご
い
ふ
同
じ
文
字
官
、
川
官
民
的
意
味
に
取
扱
っ
て
居
ら
れ
る
。
で
私
は
先
つ

A
か
ら
吟
味
す
る
-
』
ピ
に
す
る
。

矢
内
胤
教
授
自
ら
も
言
は
る
、
が
如
〈
、
ス
ミ
見
の
「
側
首
論
は
思
索
的
著
述
で
あ

h
、
彼
の
態
度
は
卒
者
的

で
必
っ
た
い
』
然
h
而
L
て
そ
の
「
闘
官
論
」
若
く
は
「
諸
倒
民

ω官
」
は
、
一
七
五
九
年
・
倫
敦
よ
り
出
版
さ
れ
た
「
道

徳
情
操
諭
」
(
叶
宮
叶
Z
o
q
o
同
声
o
E
m
g
z
E
g
E
)
第
一
版
の
末
日
比
に
あ
る
言
葉
印
=
E
5
0
二百
g
E
Z
E
2
骨
l

〈
。
日
百
四
同
町
内
M
H
ロ
再
η
E
E
O
『
吾
何
品
戸
田
町
目
見
百
〈
o
-
E
H
O
B
P
4
F
P
〈
o
c
p
ι
o
占
。
D
O
E
Z
5
島
同
日
m
E
m
d
a
s
ι
宮
口
G

骨

O町monHE}JE円

。ロ
q
-ロ
S
E
H
E
R
O
E
ど
5
5
0
-
U
E
E
J
4
E仲

n
S
E
E
m
町
。
-
R
P
Z
4
2
5
』
自
己
自
己
L
E
己
主
君
。
z
z
t
z
v
o
E
σ
」
0
2
0
2
雪
・
=

正
の
言
か
ら
見
て
「
諸
凶
民

ω官
」
り
第
一
版
の
日
公
刊
せ
ら
れ
h
h
る
一
七
七
六
年
迄
計
算
す
れ
ば
、
質
に
二
十
有
七

年
間
の
「
出
家
的
著
述
」
で
あ
り
ご
考
へ
得
ら
る
、
の
で
あ
る
c
阪
に
然
る
以
上
は
、
一
七
五
七
年
の
フ
ラ
ツ
v
!

の
戦
に
就
℃
は
、
ス
ミ
λ

が
似
令
そ
の
策
事
的
事
件
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
芭
す
る
も
、
倫
一
七
」
ハ
J

一
年
の
巴
里

(
第
三
棋

I!!I 

至王

苑

ス
S

ス
由
航
民
地
誌
に
就
て
矢
内
反
政
援
に
答
ふ

第
二
十
二
岱

品と

此所に (A)左目sLた山は今後に於て同じことを繰i!iすの1d1倒を illilけるがため
である。
此所に r11)と砲した自は (A)とi!!!.rll阿仁、
矢内原弘段、アグムスミスの抗日地論、担情耳l論集、~~~主巷銘凹醍、五二百
Nieholsotl; A Project (lf Empire. 1伊 9.p. 185 堀切善兵衛、アダム・スミ

スの植民論、三問事官雑誌、五径三腕九三百

ラー

持品
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世と

施

ス
ミ
ス
の
杭
民
地
諭
に
就
て
矢
内
Mm敬
授
に
舎
ふ

北
町
ニ
十
ニ
佳

(
第
三
椀
一
凹
一
一
」

五

保
約
は
考
慮
l
た
蕗
ご
忠
ふ
の
で
ゐ
る
o

否
プ
ラ
ツ

V
!
の
戦
を
彼
が
全
然
知
ら
な
か
っ
た
ご
い
ふ
が
如
き
こ
ど

は
、
偉
大
な
る
λ

ミ
て
殊
に
厳
史
的
研
究
方
法
を
労
め

T
川
ひ
た
彼
に
謝

L
て
言
ひ
得
な
い
践
で
ゐ
ら
う
。
忍

は
1

ミ
λ

に
(
τ
能
〈
そ
れ
等

ω軍
事
的
、
政
治
的
市
中
件
を
考
慮
し
た
も

ω
正
、
彼
の
皐
者
的
態
度
か
ら
推

L
て
断

言
す
る
を
仰
ら
な
い
。
蹴
に
然
る
以
上
は
似
A
T
彼
の
植
民
地
論
上
に
右
の
二
事
件
が
表
明
せ
ら
れ

τ居
ら
宇
ピ
す

る
も
‘
そ
の
思
索

ω表
面
に
於
て
は
重
要
を
認
め
わ
い
に
迩
ひ
な
レ
ピ
想
像
す
る

ωで
あ
る
o

A

ミ
ー
の
思
想
ご
そ

の
背
訣
ご
を
考
へ
た
矢
内
原
敬
授
に
術
総
駁
の
言
を
提
す
る
り
鈴
地
ゐ
h
J
ゃ
。
倫
此
機
曾
仁
於

τ私
が
一
言
断
つ

τ泣
か
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
右
の
如
き
軍
副
的
、
政
治
的
両
市
市
件
は
、
矢
内
原
敬
授
が
勝
手
に
な
の
志
を

掛
酌
L
て
‘
そ
れ
に
劃
L
τ
質
訟
を
求
め
ら
れ
た
こ
ピ
こ
れ
で
め
る
。
私
に
諦
ふ
じ
、
斯
(
の
如
き
は
恰
も
、
自

己
自
ら
が
物
的
材
料
を
作
っ
て
、
他
人
L
自
己
の
思
ふ
が
ま
、
に
犯
跡
を
自
白
せ

L
め
ん
ピ
す
る
こ
ご
を
等
L
C
、

そ
の
乱
暴
な
る
態
度
に
は
附
然
記

-
b
5
る
を
得
屯
い
り
で
ゐ
る
。

引
払
は
同
数
授
的
乱
暴
な
る
態
度
己
は
全
然
別
に

「
印
山
田
の
獲
得
」
な
る
文
字
を
解
[
τ
居
る
o

郎
私
は
矢
内
原
教
授
の
論
説
小
、
前
掲
出
町
に
該
賞
す
る
意
味
、
換

言
す
れ
は
俊
一
展
的
意
味
に
取
扱
っ
た
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
私
は
苧
ぜ
引
の
紡
に
注
い
で
引
い
さ
た

ν。
然
る
に
引
に

)

)

)

)

(

(

 

も
ニ
ウ
の
も
の
が
あ
る
、
郎
、
前
掲
出
二
の

B
正
、
前
掲
山
ゴ
た
り

B
乙
が
こ
れ
で
あ
る
o

私
は
先
ワ
コ

ω叫
よ
'
り

(

(

(

 

(

(

 

き
て
此
削
舶
に
就
工
は
先
き
に
矢
内
原
敬
授
が
私
に
釣
L
て
同
教
授
の
論
文
中
の
「
上
記
」
に
該
蛍
す

吟
味
l
た
い
、

る
路
、

並
に
岡
市
添
的
浪
費
の

一
例
正

L
て
費
用
高
き
プ
ラ
ン
旦
戦
守
ピ
レ
へ
る
を
色
申
書
考
す
べ
[
ご
い
ム
命
令
迄

も
一
「
苫
れ
た
の
で
ゐ
る
か
ら
、

地
論
上
重
要
で
あ
っ
た
こ
ど
を
矢
内
原
教
授
自
身
が
喜
ん
で
認
め
ら
る
、
蕗
で
あ
ら
う
芭
思
ム
、

少
な
〈
芯
も
右
に
闘
越
せ
る
範
囲
に
於
て
、

「
印
度
の
獲
得
」
が
、

さ λ

iL ミ

』工 z
私 の
11 キH

(三)民



の
B
の
意
味
に
於
り
る
「
印
皮

ω獲
得
」
に
就
工
程
の
意
を
注
「
こ
ご
、
す
る
。
き
て
右
の
貼
に
就
て
は
、
矢
内
原

教
授
は
「
旦
ミ
ー
は
東
印
度
に
闘

L
て
も
説
明
す
る
所
多
い
り
で
あ
?
か
ら
、
印
度
の
征
服
な
る
常
時
の
膝
史
的

事
件
が
彼
の
注
意
を
此
の
方
面
に
向
け
し
柏
た
こ
子
炉
」
想
像
す
る
の
も
い
、
で
ゐ
ら
う
」

t
言
つ
て
な
が
先
き
に

提
出
し
た
異
議
を
認
容
せ
ら
品
、
態
度
に
出
て
居
る
。
阪
に
期
総
な
る
態
度
に
出
-
h
一
る
、
な
ら
ば
、
何
故
に
最
初

か
ら
「
印
度

ω獲
得
」
を
掲
げ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
数
授
は
そ
れ
に
答
ム
る
に
「
そ
れ
は
(
叫
伽
畑
一
叫
帥
地
)
ア
メ

9
カ
問
嗣
に
比
す
れ
ば
直
接

μ
子、、
λ

及
び
時
人
を
刺
戟
し
た
る
税
皮
は
秘
め

τ軽
微
で
あ
h
:
:
:
」
己
の
理

由
を
以
T
し

τ居
る
。
な
は
先
つ
矢
内
原
敬
授
が
子
、
、

1
t
時
人
子
宮
岡
品
川
印
刷
[
た
噂
』
正
に
仙
到
し

t
、
数
授
自
身

が
い
よ
ス
ミ
旦

ω態
度
は
「
製
者
的
」
で
ゐ
っ
た
ご
レ
ふ
言
を
瓦
混
省
察
さ
れ
ん
こ
子
宮
…
盟
む
次
第
同
じ
あ
る
。
・
次
に

致
授
が
印
由
民

ω獲
得
ピ
、
ア
メ
リ
ノ
カ
問
題
子
炉
』
比
政
L
て
、
前
者
が
直
接
に
ス
ミ
ス
を
刺
戟
L
た
る
程
度
は
極
め

て
軽
微
で
ゐ

h
E
す
る
の
は
、
一
躍
何
蕗
に
標
準
を
泣
い
て
断
言
さ
れ
た
司
』
ピ
で
あ
る
か
を
敢
て
反
問
L
た
い
、

教
授
が
右
の
雨
歴
史
的
事
件
に
艇
重
一
つ
り
ら
れ
た
・
』
正
は
、
恐
ら
〈
事
件
俊
生
の
時
代
別
に
よ
っ
た
か
、
又
は
事
件

そ
の
も
の
、
脳
宣
の
程
度
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
若

L
、
事
件
俊
生
の
時
代
別
を
標
準
ピ

L
た
も
り
で
あ
る

な
ら
ば
、
権
じ
ア
メ
リ
カ
問
題
は
印
度
の
獲
得
よ

b
も
、
よ

b
後
の
事
件
で
あ
る
、
が
併
L
そ
れ
等
の
雨
前
中
何
の

前
た
る
正
後
た
る
正
仁
よ
り
て
滋
授

ω如
き
腕
章
論
は
川
端

L
て
成
り
立
つ
で
あ
ら
う
か
、
ス
ミ
旦
の
態
度
が
卒
者

的
で

b
・p
・
又
彼
の
著
越
が
思
索
的
著
越
で
め

b
、
一
真
に
又
彼
が
歴
史
的
研
究
を
重
ん
や
る
貼
及
彼
が
寸
四
・
五

位
和
聞
の
ぺ
-
一
旦
人
放
に
そ
の
後
的
葡
荷
牙
人
等
の
植
民
的
活
動
を
事
極
め

τ詳
細
に
論
じ
て
居
る
馳
等
か

ι考

せ
ら
る
、
こ
て
は
、
恐
ら
〈
数
授
自
身
の
猫
断
で
あ
ら
う
。
者

へ
る
ご
、
数
授
の
如
〈
「
粧
微
で
あ
り

b 

詑

苑

ス

S
H
A
の
舵
民
地
諭
に
疎
て
長
内
原
敬
授
に
答
ふ

( 

第

就

四

) 

第
ニ
イ
ニ
巷

五



司t

苑

ス
ミ
ス
山
一
植
民
地
論
に
就
て
矢
内
原
敬
授
に
普
A

第
二
十
二
容

(
第
三
毅
一
四
四
)

五

四

L
夫
れ
?
司
、
ー
が
、
一
七
人
ニ
年
に
束
印
度
曾
祉
に
就

τの
研
究
を
な
し
、
真
に
そ
の
後
二
年
郎
、

に
多
大
の
副
正
増
舗
を
加
へ
て
『
論
凶
民

ω官
』
第
三
版
を
日
公
刊
す
る
迄
じ
、
一
方
に
ア
メ
リ
〆
カ
植
民
地
の
濁
立
宣

言
の
こ

Z
ゐ
b
し
ご
同
時
に
、
他
方
に

ur一
七
人
三
年
に
英
闘
議
曾
に
は
『
東
印
度
厳
曾
の
優
良
な
る
管
理
に
闘

し
て
、
規
定
を
設
〈
ぺ
き
法
案
』
の
通
点
L
た
る
等
あ
る
を
忠
は
い
三
倫
夏
ら
左
様
e
L
思
は
る
、
の
で
あ
る
。
若

し
・
叉
矢
内
原
敬
授
が
印
度
の
獲
得
吉
、
ア
メ
リ
カ
問
題
正
の
雨
降
史
的
事
件
の
経
重

ω科
度
を
標
準
巴
せ
ら
れ

ス
ミ
ス
を
中
心
に
於
て
右
の
岡
事
件
に
極
重
づ
け
る
も
の
は
抑
も
誰
で
あ
る
か
{
詰
)

一
七
人
四
年

?
』
占
。
、
ノ

h
h
e
p
b
f品
、

ふ

te

〆レ

t
f

e 
先
内
‘
出
品
品
技
位
、
ア
メ
り
力
問
過
が
ス
ミ
ス
を
刺
戟
す
る
と
と
大
で
あ
づ
た
様
に
首
は
れ
て
居
る
が
、
蝋
山
政
浩
氏
は
山
中
ろ
批
技
と
反
樹
白

寓
且
を
も
ら
さ
れ
て
居
る
。
朗
、
『
ス
ミ
ス
は
た
ま

f
、
『
岡
山
M
論
』
山
版
明
時
行
は
れ
し
北
米
合
病
凶
の
樹
立
に
到
し
て
、
直
接
に
そ
の
意
見
主

地
べ
で
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
事
る
反
っ
て
そ
の
事
件
を

H
L
て
、
「
品
近
山
隣
接
」
と
か
「
四
十
作
の
脳
動
」
'
と
か
言
づ
て
ゐ
る
と
乙
ろ
か
ら
由
献
す

る
と
、
館
前
，
之
を
並
大
胡

L
で
む
な
か
ワ
た
で
つ
に
も
山
市
せ
、
b
れ
る
・

--γ
。

之
を
要
す
る
に
、
私
は
以
上
越
ぺ
来
っ
た
践
に
よ
っ

τ.
ス
ミ
ス
の
『
J

所
論
士
一
一
尉
能
〈
倒
解
L
得
る
」
が
た
め

に
は
、
「
印
度
の
獲
得
」
を
度
外
脱
し

τは
な
ら
な
い
ご
い
w

ム
の
で
あ
る
。
こ
れ
犯
が
前
聞
の
拙
稿
に
於
て
「
植
民

地
論
の
図
宙
論
に
於
け
る
地
位
に
於
て
諸
凶
民
の
富
の
編
著
に
影
響
せ
る
歴
史
的
の
一
つ
の
大
な
る
事
件
(
岬
酬
仰

い
は
指
)
を
綜
酬
川
)
皐
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
己
に
謝
し
て
は
、
承
嚇
す
る
こ
ど
が
出
家
な
い
」
三
昌
っ
た
所
以
下

ι

0

0

0

0

0

0

l

一

る
。
山
内
正
隣
教
授
が
‘
明
に
.
「
東
印
度
の
獲
得
」
を
皐
げ
ら
れ
、
ヌ
-
一
コ
戸

y
v
数
授
が
、
「
諸
岡
民
的
官
の
編

著
に
官
響
せ
る
歴
史
上
の
俊
一
件
」
な
る
項
目
の
下
仁
、
均

L
〈
.
「
印
度
の
獲
得
」
を
血
中
げ
ら
れ
て
居
る
所
以
の
も

の
は
、
蓋
し
上
越
の
理
向
仁
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
私
は
矢
内
原
教
授
か
ら
再
び
「
揚
足
取
b
』

Z
の
威
駆
的
の
言

Arn ，Act !.O~ e5t~.I ~!ishi.':lg c:rt~.ill rcgulations for tllC better manag-ement 
of rhc a館、1同 ofthc E~s!. ~!J d~ém .eampany 
Morris， the Hist川~y ~_~ cυJonization， lCiοo VOJ. II p.7J 
組l山政世、『同日請に現はれたるアダム・スミス山政泊.!J.1加と抽叫植に於ける
英岡山政泊且行政改革の)，~湖、同家事骨雑誌、三 r-i岳ヒ棋、五三耳、
山内正町教t、.向」研究、都三宅星第三暁 Yグム・スミス内杭民政策、λ三七頁
Nichol~on ， ibicl， p. IO an【1.pp. 185-186 
矢内原敬授、融情ヰ1論集、第四谷第二腕、自;J掲論文、=凹三頁

可
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業
を
聞
く
か
も
知
れ
な
い
が
‘
併
し
異
質
な
る
山
中
間
的
研
究

ω前
に
は
、
期
る
域
情
的
な
-
一
一
回
渠
は
私
に
正
り
て
は

馬
耳
東
風
で
あ
る
o

失
に
第
二
の
問
題

ω、
ー
ι制
服
植
民
地
協
魚
崎
県

ω脈
問
」
に
枕
て
、
再
び
矢
内
原
敬
授
の
設
に
針
L
て
判
仙
の
児
る
所

を
述
ぶ
る
こ
正
、
官
る
。

?
ミ
ス
の
所
制
「
新
総
民
地
袋
条
の
議
阿
川
凶
」
ご
い
ム
二
人
巾
に
、
希
胤
植
民
地
繁
栄
の
原
悶
に
闘
し
て
詑
池
せ

る
彪
が
ゐ
る
G

そ
れ
乙
矢
内
瓜
殺
授
が
先
き
に
説
明
せ
ら
る
、
に
常
h
↓
子
、
、
ス
は
貿
易
及
航
海
を
以
て
希
服
植

。。

民
地
出
品
条

ω服
凶
た
る
こ
ど
を
一
陥
示
し
て
居
る
ご
い
ふ
7

ッ
カ
ロ
り
ク
の
言
は
明
に
誌
で
ゐ
る
。
ス
ミ
λ

は
慨
に

ア
ぞ
れ
い
等

ω杭
民
地
は
以
き
土
地
を
地
主
情
に
有
す
」

s

乙
説
明
を
加
1

て
帰
る

ω
み
で
あ
る
」
o

ピマ一
H
は
れ
た
ニ
ピ
に

劃
し
て
、
私
は
思
議
を
提
山

L
た
の
で
め
っ
た
。
印
‘
マ
ッ
カ
ロ
ッ
ク
の
-
百

ω説
で
あ
る
ニ
己
は
私
も
こ
れ
を
誌

な
る
も
り
な
る
が
、
併
L
、
ス
ミ
ス
は
川
市
上
て
希
臓
仙
民
地
紫
州
民
の
経
済
的
原
闘
を
教
授

ω一
一
首
ふ
が
如
く
に
「
土

地
山
り
盛
山
品
」
な
る
↓
市
引
に
局
限
し
た
か
、
彼
は
良
好
な
る
土
地
の
川
登
山
品
以
外
に
、
利
潤
の
大
な
る
こ
ピ
、
崎
胃
袋

ω

高
き
こ
ご
、
一
此
に
叉
人
日
の
塙
加
を
も
経
泌
的
原
凶
己
[
一
て
居
る
で
は
な
い
か
ど
一
百
っ
て
・
ス
ミ
ス
自
身
の
古
に

就
て
吟
味

L
、
矢
内
胤
敬
授
に
殺
へ
を
乞
は
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
同
殺
授
は
判
仙
の
質
問
に
到
し
て
、

一
、
「
長
岡
氏
の
こ
、
に
追
加
せ
ら
れ
た
る
引
項
は
宵
は
一
、
無
住
地
若
(
は
人
口
稀
薄
な
る
土
地
を
占
領
せ
る
文
明

(
 

問
民
の
植
民
地
」
の
繁
栄
原
川
ご
し
て
旦
ミ
λ

が
一
般
的
に
論
じ
た
る
慮
で
ゐ
っ
て
、
特
じ
希
臓
植
民
地
に
つ
い

て
の
叙
辿
で
は
な
い
』
o
t
言
っ
て
、
恰
も
な
の
引
用
が
設
で
ゐ
る
か
の
如
〈
に
論
じ
、
正
れ
に
・
究
い
で
庶
仁
、

北

6lfi 

ラ
ミ
ス
的
組
民
地
請
に
就
て
矢
内
原
教
授
に
答
ふ

(
節
三
統
一
四
五
)

筋
二
十
ニ
谷

五

五
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(
第
三
批

一
四
六

E 

~，、

量也

~" 
ス
ミ
ス
白
純
民
地
論
に
就
て
矢
内
原
政
投
に
答
ふ

め
-
一
寸
ニ
省

司
、
「
又
若
し
比
の
一
般
的
原
因
を
以
て
、
希
臓
植
民
地
に
も
肱
川
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

Z
し
て
も
ゾ
長
田
氏
の
悲
示

，，、せ
ら
れ
た
る
事
柄
引
は
凡
て
「
土
地
の
雌
平
民
」
な
る
事
賞
よ
h
丸
一
ミ
月
の
前
科
せ
る
蕗
で
あ
る
り
だ
』
三
百
つ

τ、

方
に
は
市
内

の
場
合
に
備
へ
ら
れ
て
居
る
ご
岡
山
川
に
、

他
方
に
は
「
続
料
せ
る
蕗
で
ゐ
る
』
ご
問
題
を
有
耶
無
耶
の

被
に
葬
っ
て
し
ま
っ
て
麗
ら
れ
る
。

私
は
先
づ
引
用
・
F
棋
で
あ
る
か
否
か
を
吟
味
し
て
見
打
ん
じ
、
郎
、
ト

ω問
題
に
就

τ真
に
考
へ
て
見
た
い
。
さ

第
七
草
第
二
目
印
「
新
植
民
地
繁
栄
の
諸
原
凶
」
正
い

τ『
諸
国
民

ω宮
」
に
就

τ、
右
に
附
漣
ゼ
る
こ
ご
を
見
る
ご
、

R

叶
F
m
n
o
-
oロ
可

C『
ω
己
〈
H]戸
NO仏
ロ
伊
丹

MOコ
ωdFFnHHEroω
』

U
O
E
2
5
3
0同

月

}μ

日

O『
mw
司
伊
良

o
n
o
z口
々
」
〉

O円
。
『

Oロ。

ふ
見
出
し
の
直
「
下
に
、

百
円
VF口
町

E
E
E百
P

P
己

p
o
ロ
MH-Z〈
由
自
己
]
可
四
回
4
0
H
U
E
2
E
F
0
5
4、
目
E
O
R
E詰
2
2
H
O
H
E古
島

q
z
z
E
F
E
n凶
明
日
E
由
ω

苦
目
白
弓
ま
日
目
E
E
E
ω
2
0
3
J
=
E
脊
か
れ
刊
そ
れ
か
ら
以
降
に
於
て
、
良
好
な
る
土
地
の
些
官
、
勢
賃

ω高
き
こ

吉
、
及
人
口
の
取
加
古
新
植
民
地
繁
柴
Z
の
附
係
に
就

t
論
辿
し

τ居
る

ωで
ゐ
る
勺
き
れ
ば
以
上
の
範
閣
の
み

月
ミ
旦
の
若
心
昔
を

に
於

τは
、
矢
内
原
敬
授

ω言
の
如
〈
、
犯
の
引
川
は
一
H
M
税

ω岐
に
見
へ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

右
に
闘
励
せ
る
範
幽
に
け
積
ん
で
λ

ミ
旦
の
思
似
を
知
ら
ん
己
す
る
が
如
き
態
度

ω人
に
は
、
戒
は
ぞ
れ
で
良
V

か
も
知
れ
泊
が
併
し
向
少

L
で
も
且
ミ
ス
の
思
想
を
巾
U
W
H

に
解
せ
ん
正
す
る
五
円
人
は
、
右
の
事
例
に
引
紛
い

τ

「
諸
岡
氏
の
富
」
を
読
み
縦
げ
る
ご
、
ス
司
ミ
旦
の
着
に
は
右
の
一
事
項
の
説
明
に
つ
い
で
、

230
官。問呂田色町

Eε
。同

付
『
ぬ
お

H
H
p
o
E
P
E
a
r
n
C】

G
E
o
u
E
ヨ肖
ι
肴

O
E
P
P
M
E
問ZMM
吉田研一

m
m
o
E
M
E
η
o
E〕
口
同

q
Z
F
P
O
E
m
c
D
A
d司

あ
る
向
或
は
又
相
即
日
盆
布
害
な
る
朋
訴
の
詮
お
に
亘
る
己
J

ふ
数
刊
日

ω皮
肉
な
る
山
山
倒
を
免
れ
な
い
か
も

hm
れ
ぬ

が
、
ジ
ョ
ン
・
-
7
λ

キ
ン
の
訓
た
る
、
若
4
4
の
思
砲
に
一
宇
一
句
喰
入
っ
て
韻
む
べ
し
ピ
の
言
に
従

ο、
今
引
矧

日
町
丘
=

ピ
世
百
か
れ
て

矢内』車数段、同上、ニ四三頁
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し
た
文
章
中
の
ご
い
ふ
一
宇
は
、
一
髄
何
を
意
味
す
る
も
の
で
め
ら
う
か
ぜ
い
ム
ニ
デ
乞
吟
味

し
て
見
た
い
。
少
〈
ど
も
花
は
そ
の
前
文
の
意
味
を
受
げ
る
も
の
ぜ
信
じ
て
疑
は
な
い
の
で
あ
る
。
郎
、
右
の
一

古
「
無
住
地
苧
ム
人
口
稀
薄
な
る
土
地
を
占
飢
せ
る
文
明
閥
日
比
の
笹
山
地
」
長
若
葉
凶
ご
い
ふ
一
般
論

に
叫
劃
す
る
特
注
化
を
意
味
す
る
一
言
葉
で
あ
る
、
郎
帥
仁
然
品
以
上
は
、
特
定
化
せ
ら
れ
た
る
問
題
を
諭
す
る
に
滋
ヴ

τ)
そ
れ
に
就
て
特
別
に
他
の
説
明
の
な
き
限

h
、
一
般
論
を
勝
則
す
る
こ
正
が
論
理
上
至
骨
聞
な

h
ご
す
る
も
何

り
不
合
理
か
め
る
、
況
ん
や
λ

ミ
ス
が
希
脱
植
民
地
仁
就
て
『
〉
=

E同
E
E
E
E
E
ω
E
t
-
-岳
旦

P
E
E
r
-
E
5
8
C
M
M何回

口

2
5
E
Z旦
ぞ

Et凶向。ぉ旦

E
岳
山

3
a
z
z
oロ旬、

E
E
虫
色
『
間
以
to目

M
U
S
h
。
F
O

ざ
言
っ
て
居
る
に
於
て
は

川
一
此
ら
の
こ
ピ
で
あ
る
。
之
、
れ
判
叫
が
上
に
矢
内
一
服
教
授
が
「
叉
者
し
此
の
一
般
的
M

街
全
以
て
希
臓
組
民
地
に
も

肱
川
ゼ
ね
ば
な
ら
自
己

L
て
も
」
ピ
言
っ
て
居
る
-
-
ピ
は
一
言
一
旬
を
入
釜
し
〈
一
苫
は
る
、
数
山
田
が
、
「
高
一
の
場

合
に
備
へ
て
L
居
る
も
の
で
ゐ
る
三
雪
日
っ
た
所
以
で
あ
る
o

批
訓
〈
託
じ
つ
め
て
京
市
る
ピ
、
一
結
局
、
希
臓
植
民
地

ω
経

済
的
紫
柴
原
制
を
諭
す
る
仁
醤
つ
て
は
、
ス
ミ
ー
が
一
般
論
に
書
い
た
こ
ど
、
印
「
土
地
の
豊
宮
」
£
い
ふ
原
凶
以

外
に
、
利
潤
の
大
な
る
こ
ぜ
、
労
賃

ω高
、
き
ニ
ご
、
及
人
口
の
増
加
を
も
加
へ
て
詑
明
す
る
ニ
ご
が
、

λ

ミ
ス
に

封
L
t
器
具
な
る
こ
と
で
あ

h
、
且
叉
数
一
校
、
町
白
面
白
一
質
的
の
言
葉
を
借
h
て
一
百
へ
は
「
推
理
の
順
序
山
及

7
・9

綬
史
的
仁
、
よ
b
貨
質
的
に
、
よ
hJ
批
評
的
』
な
る
態
度
に
も
一
致
契
合
す
る
次
第
で
ゐ
る
o

恐
ら
(
矢
内
原
教

授
は
右

ω貼
仁
闘

L
τ
の
み
、
自
己
の
研
究
的
態
度
に
例
外
を
設
け
ら
れ
た
る
も
の
で
ゐ
ら
う
わ

和
台
数
授
は
、
利
潤

ω大
な
る
こ
ご
、
時
背
負

ω高
?
ピ
、
及
人
口
の
増
加
は
「
土
地
の
士
一
な
急
電

1

1

ミ
λ

の
前
解
せ
る
践
で
あ
る
の
花
」
ご
一
言
っ
て
蔚
ら
れ
る
。
が
併
し
似
令
「
前
線
」
せ
る
こ
ご
で
も
、
こ
れ
を
鰹

huonoH1LH3叫
』
〕
℃
三

詰占

~fi 

λ

ミ
ス
山
山
杭
比
地
前
v
h

就
て
矢
内
原
敬
肢
に
寄
ふ

第
二
寸
ニ
巷

(
第
一
一
一
腕
一
凹
七
)

宜
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治
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A 

必
一
4
1

ニ
を

1iit 

ス

λω
抗
川
出
川
市
に
拭
て
矢
内

Mm弘
叫
叫
に
凡
M
L

耳包

情
的
Mm凶
Z
L
t
単
く
る
一
、
ピ
は
何
等
山
一
北
九
支
あ
る
べ
き
一
」
正
で
は
な
い
、

主
叫
し
如
何
に
柏
雌
植
民
地
が
~官

よ也

力11
〆乙

却
ハ
ノ
て

〉

MJιr'S

温
、
ふ
る

U
H
z
h
h
H
L
 

中
山
H
ゐ
b
ピ

L
r
L
も、

フ
ぐ
れ
り
み
仁
v

し
は
能
〈
政
瓜
し
得
な
い
・
か

h
で
あ
る
。

劃

tτ
山
山
氏
な
る
を
得
、

11 I二
矢は
内マ

J.~( .:. 
:lik 二授、
(i)ク

191 (i) 

liiIai 
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氏 11:
U) m 
Z里拙
論?

在エ
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E益法
史 似
」 ゆ

!!日き
hl!¥ ie 
T 1そ
め
ι~~.III) → 

~f (こ

くは
I二 1

1国 λ

11 Iこ

研
く
す
る
こ
正
に
ぶ
ち
仁
、

1

p

l
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を
施
し
、

同
時
に
激
授
ピ
泌
討
を
共
に
ぜ
る
年
生
誠
氏
は
側
よ
り

数
授
の
後
進
者
に
も
多
考
の
資
料
正
な
つ

E

遺
憾
な
き
を
得
る
衣
川
別
で
あ
る
。
後
進
者
た
る
判
払
は
、
矢
内
川
町
救
援

ω前
倒
的
敢
に
接
I
J
L

「
且
つ
失
以

l
B
U
J

惜
ま
古
る
を
得
な
か
っ

k
レ
u

然
る
が
判
明
仁
一
内
ぴ
抜
に
筆
を
執
っ

T
所
伝
を
述
べ
七
次
第
で
め
る
。
仙
私
授
以
引
払

に
刑
判
し
て
「
b
つ
ど
内
省

ω
ゐ
る
論
守
い
を
な

I
ニ
デ
ゼ
希
叫

5
れ

τ日
山
る
が
、
「
内
容
凶
め
る
論
争
し
じ
は
、

λω
若
1
百
合
充
分
吟
味
せ
ず
[
て
掻
的
に
が
考
古
を
引
川
す
る
こ
ぐ
」
な
り
や
ピ
の
疑
問
を
u
弘
に
成

L
t
先
輩
に
針

o

o

o

o

 

f
る
安
一
バ
を
多
訓

L
っ
、
州
軍

f
る。

ヨζ

ミミ

矢内 M(~kJ主使、ア〆ム・ノーミス山植民地i湖、副制峰、ニJc山
長内雌数段、スミ λ 由植民地ILIIUに|揃しτ山ドjl，1jオに符ム、前例，¥}、二四三川

矢内田、~lj畳、同土、二四三H

)

)

)

 

0

1

2

 

1

1

1

 


